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Abstract

The purpose of this study is to subject class observation of student who wants to be a teacher and 
also  to  be  discussed  the  students’  power  of  execution  and  educational material. At  the  class,  disaster 
and emergency prevention were implemented for the relation to understand team play and team sports 
by teaching academic strength. The measurement of the study was to send out the multiple choice and 
written questionnaire. It was asked to answer what you have learnt in the class and what you may be used 
in the future. The answers were to learn team work, communication skill, enjoyment of exercise, building 
friendship, being healthy, focusing on fitness, sharing pleasure and happiness, challenging and working and 
helping together. Regards to usefulness, the top answers were communication skill, being healthy, focusing 
on fitness, enjoyment of exercise, building human relations, self reliance, observation skill, tolerance, ability 
to get things done and leadership. To pursuit and teach the class which gives pleasure and inspiration, is 
to provide the students to learn the enjoyment of exercise and build the friendship. I acknowledged that 
power of observation and tolerance is necessary to maximize the power in team exercise and also found 
oneself  comparing  others  are  different. The  reason  is  that  providing  and  supporting  appropriate  class 
measurement, students gain skill up by thinking themselves and taking an action. My future subject will 
be continued to study how the student who wants to be a teacher can enjoy learning.

Keywords: Teaching, Lifelong sports, Class observation, Education.
キーワード：教職， 生涯スポーツ， 授業観， 教育学．



138  池　田　光　功　・　松　﨑　守　利　・　相　原　　　豊　・　平　田　哲　史

1．はじめに

　本研究は，教職を志す「生涯スポーツ」の受講
生を対象とした授業観に関する研究であり，将来，
子どもの教育に携わっていく学生の実践力や資質
などに関することについて，学生あるいは生涯ス
ポーツ担当教員から見た授業観について教育学的
に考察していくことを目的としたものである。
　授業では防災や防犯に関連づける内容なども一
つのきっかけとして，総合的なる「力の育成」と
は如何なるものであるかを教育学的に考え，それ
らのことを学生と教員が共有することを中心に考
察したものである。とりわけ，教職を志す学生に
おいては，それらのことに関して意識的に取り組
んでいかねばならない課題であることが考えら
れ，学校で仕事をするということは，子どもたち
に教育を実践することと同時に，子どもたちの生
命を守る責務がある。将来における教職という立
場において，子どもたちの生命及び自らの命を
守っていくことに関して，これをどのように生涯
スポーツの授業で教育していくべきことであるか

を考え，教育学としてのあり方やその内容を含ま
せながら教育の道筋を考えていくものであった。
　その内容に関しては，例えば「落ちついて素早
く行動することができる」，「大きな声が出せる」，
「走る」などを意識的に考えて，授業の一場面で
取り入れていく必要があるものと考える。しかし
ながら，それら全てができるようになることを授
業で求める姿勢ではなく，また走力や筋力，泳力
などをスポーツ選手のようになるものでもなく，
それらを補う力や方法を身に付けさせたいと考え
たものである。それは一つに「チーム力」や「協
力」であり，これらは総合的に命を守るための力
を高める教育に他ならないと考えている。チーム
力とはどのようなことを示すのか，あるいは協力
とは何か，これらのことは，生涯スポーツの授業
であるからこそ，それを指導し考えさせることが
できるものと考える。また，それらの知識や技能
を必要とする場面が多いと考えられる本授業によ
る視点を通して，今回の調査から得られた回答や
意見を総合的に考察することで，教職を志す学生
の指導に役立てること，そして，将来，学生が教

表 1. 質問紙調査の項目と内容について．　（2012 池田，松﨑，相原， 他 )
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職に就いてからもさまざまな場面において活かす
ことができるような研究として行きたい。

2．研究の方法

　調査の方法として，A短期大学の教職課程に
おける「生涯スポーツ」の授業を履修している学
生を対象に，無記名自記式の選択及び記述の質問
紙調査を 2012 年度前期終回時，それぞれの担当
教員の授業に当日出席している計 70 人の学生に
対して合同で実施した。
　調査の回答時間に関しては約 20 分とした。調
査の実施に際しては，質問紙最初に研究調査の目
的内容を記載し，論文として発表する同意を得た
上で調査を進行した。
　質問項目と内容に関して，本研究では二つの質
問項目を取り上げ，前頁の表 1に示した。
　質問による各選択肢（語群）に関して，広義に
同じような意味内容を表す語句もあると考えられ
たが，被験者へ直接的に言葉が届くことを考えて，
その語句を使用した。
　データの解析方法として，得られた選択肢の被
選択数を単純集計し，結果として図に示した。さ

らに，被選択数によって明らかになった結果から
グループ分け等を行うことで，その傾向性などを
探り，図に示してそれを考察した。また，それら
の選択肢を選んだ理由の記述に関して，特徴的な
一部を抽出し，回答の趣旨を損なわないよう筆者
が修正を加えて記述した。

3．結果及び考察

3－1．多様化する学生の資質を高めるために
　質問Ⅰ－①における教職を志す上において「生
涯スポーツ」の授業から学ぶことができたことに
関しての被選択数の結果を図 1に示した。
　図 1における被選択数による上位の選択肢では
「チームワーク」，「コミュニケーション力」，「体
を動かす楽しさ」，「仲間づくり」，「健康・体力づ
くり」，「喜び・感動」，「チャレンジ精神」，「助け
合いの精神」などの回答が上位を占める結果で
あった。
　高等教育における「生涯スポーツ」の授業は，
これまでの小学校，中学校，高校までの体育とは
異なり，基本的に週一回の 15 週で実施され，一
回あたりの授業時間が 90 分で構成されている。

図 1 ．教職を志す学生の生涯スポーツの授業から学んだことに関する調査．（2012 池田，
松﨑，相原，他）
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また，これまでに中学，高校などの課外活動とし
て行っていた運動部活動に至っては，学生の自治
としての体育会運動部などに自主的に入部して活
動しない限り，運動することは減少していくこと
が考えられる。つまり，スポーツに携わっている
学生と，運動を実施することがあまりない学生の
傾向性が見られるのではないかと考えられる。授
業では，そのことに関する垣根を取り払うことか
らはじめ，運動することが得意な学生も運動する
ことが得意ではない学生も上手く融合することが
できるように努めていくことから授業づくりを始
めていかなければならないと考える。
　その理由として，教職に就いてから，あるいは
社会人となってから，たくさんのさまざまな人た
ちと関わり合いを持たなくてはならないのであり
スポーツができることよりも，むしろ，たくさん
の人に興味を持っていくことが教職へ向けての歩
みとして大切なことではないかと考える。そして，
そこから，児童，生徒，保護者，地域の方々との
ふれ合いを通して，ともに手を携え，励んでいく
姿勢が求められていくものと考える。
　伊藤ら2）によると，教員の資質・能力について，
「いずれにしても，望ましい教員像とは，社会か
ら信頼される，児童・生徒から信頼される，親か
ら信頼される，の 3者から信頼される教員であれ
ば問題はない，しかし，現実は簡単ではない，そ
の中でも生徒から信頼される教員であることがな
によりも大切である」と述べられている。つまり，
児童，生徒から信頼されるようになるということ
は，表面上だけのコミュニケーションではなく，
常に，子どもたちとの関わり合いを持ち，児童・
生徒と同じ目線にも立つことから子どもを理解す
る力を高めて，見守っていくことが望ましいので
はないかと考える。
　宮崎ら4）によれば，求められている教員の資質
について，「語る人によってその内容や強調され
る点が区々であり，それらすべてを網羅的に掲げ
ることは不可能であるが，今日の社会の状況や学
校・教員をめぐる諸問題を念頭に置くと，その一
つに，得意分野を持つ個性豊かな教員の必要性」
を挙げて述べられている。このことについて，そ
れぞれの得意分野とは如何なるものであるかに関
して，体を動かすこと，話をすること，絵を描く
こと等々，スポーツ・文化を問わずさまざまな分
野が考えられるが，これらを活かして児童・生徒
の心をとらえることができるように，教員に対し
て興味を持ってくれるようになることが大切であ
ると考える。例えば，バレーボールが得意であれ

ば，その技術の一つであるスパイクなどを見せて
やること，サッカーであればドリブルやシュート
など，より本物に近いものを体感させて興味，関
心を持たせて引き付けることが重要であると考え
る。それはプロフェッショナルなスポーツとして
見た高い技術力ではなく，そこには教職としての
情熱が込められていなければならないと考える。
このことについては，学生が社会に出ていく際に，
どのようなことに興味関心を持っているのか，得
意なものは何であるかということについて関連す
ることで，それは自らを成長させるために重要な
ことであり，これらのことについては，必ずしも
スポーツの分野に限らず，芸術・文化・科学など，
どのような分野でも社会的に通用するものである
と考える。
　授業では，それぞれの生涯スポーツ担当教員に
よる種目において，「バレーボール」や「バスケッ
トボール」などのチームスポーツの種目が開講さ
れていた。そうした状況のなかで，これまでの学
校体育や課外活動，あるいは地域のクラブ活動に
おいて，その種目を経験してきた熟練者がいるこ
とを考えなくてはならない。前述したように，未
経験者であって運動することが得意ではない学生
がいることも考えられることから，チーム編成に
は，一方的な偏りがないように工夫することで，
学生たちへの学びの場を提供することが必要であ
ると考える。一例として，経験者や運動すること
が得意な学生だけが重複しないように分けるのも
一つの方法であると考え，本授業における各グ
ループは運動経験をもとにした均等な力配分が必
要になるものと考えた。

3－2．教職に向けて自らと他者との関係を考える
　図 1の結果をふまえて，図 2では上位の回答を
占めた被選択数から，「生涯スポーツ」から教職
を志す上での学びに関することについて図に示し
たものである。
　図 2では，「チームワーク」，「コミュニケーショ
ン」，「仲間づくり」などに関することを「人との
和を築く学び」の場としてまとめることにした。
自らと他者との関係を通して，お互いの違いを理
解し，深め合うことが必要であることに気づき，
これについて，生涯スポーツの授業から大いに学
ばせなければならないことであると考える。これ
から，社会へ，そして教職への一歩を踏み出して
いく上において，修得していかねばならないこと
も増えるものと考える。その一つに「コミュニケー
ション力」が挙げられるのではないかと考える。
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それは，これまでにあまり関わり合いを持ってこ
なかった人たちともコミュニケーションを図って
いくことができなければならないのであって，同
時に自らの意見も持ち合わせ，それを述べていか
ねばならないのであると考える。そして，相手の
話しを聴き，相手を思いやる態度も必要になって
くるものと考えられる。
　授業の場面では，試合前やハーフタイムなどに
作戦タイムを設け，積極的に話し合いの場を設定
することにした。それにより，自主的に円陣を組
んだり，みんなで掛け声を出し合ったり，車座に
なって話し合う姿が見られ，学生自身による普段
の言葉と態度で考えさせることから，自主的に学
び合う授業が実施されているものと考える。また，
ここにおいて担当教員はその場へ深く関与するの
ではなく，見守る態度に徹したことで学生らによ
る活発なる意見の交換があったものではないかと
考える。
　そこで，学生の意見交換などに関することを考
えていくものとする。浅沼ら1）による活用型学習
に関して報告されていることの一つに「ひらめき」
に関することについて，一つの例として「いびつ
な形をした面積を求める場合を例として，公式と
して先に教えるのか，それとも，正解を教えず，
誘導しながら生徒が発見するまで待つのか，概念
的な学習としては，面積の公式というものしかな
く，面積をつなげるという公式が生活場面で工夫
することによってより複雑な問題を解くことが可

能になるということが活用型であり，それは教え
るのではなく発見する過程が活用型の力になるの
であって，なぜならば，活用する主体はあくまで
も学習者である」と述べられている。
　このことから，チーム内において，誰をどのよ
うに活かすことができるのかなどに関したことを
発見することや，それを実行するには，さまざま
な視点や観察が必要となるが，その得られた特性
を活かすためには，チーム全体としての努力を
各々が目標を遂行するために取り組んでいかねば
ならないと考える。そこにおいては，学生同士の
活発なる意見の申し合いが必須となるが，さらに，
人間関係の和を築いていくための調整する力も必
要となってくるものと考えられる。
　スポーツの場面では，しばしば強引とも見られ
るスタンドプレーもあるが，緊迫した場面での集
団においては，和を重んじて行動しなければ大き
な混乱を招くことも考えられる。例えは，災害時
などがこれに該当すると考えられる。自らのこと
が大切なことは当然ではあるが，自らを活かすた
めにも調和するところを考え見つけていかなけれ
ば，最善なる方向へものごとは進んで行かない
ものと考える。スポーツの場面に置き換えると，
シュートを打つ，スパイクを打つばかりとは限ら
ず，アシストする人，ボールをつなぐ人などのサ
ポートに回る人の重要性に気づくことができれ
ば，すなわち「助け合いの精神」が如何に大切な
ることであるかを学ぶきっかけになると考える。

図 2 ．教職を志す学生の生涯スポーツの授業における学びに関することについての調
査から．（2012 池田，松﨑，相原，他）
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　教育現場においては，子どもたちに秩序ある社
会性を教え築いていくなかで，自らが率先して行
動することで，それを示していかねばならない。
そこでは，例えば，他の教員と協力し合うことに
よる学校行事や地域への貢献などを通して，人と
の和を築いていくことにあると考える。
　教職課程研究会 編3）による地域社会から信頼
される教員となることについて「日常的な学校に
おける教員の言動は，児童・生徒の成長に直接に
大きな影響を与えるので，教員は自身の言動を常
に自省しながら，一人一人の児童・生徒が個性豊
かに健やかに成長するように援助の手を差し伸べ
る必要がある。このことにより，児童・生徒はも
とより保護者や地域社会から信頼される教員が生
まれる。つまり，児童・生徒，保護者をはじめと
して地域の人々からの信頼が得られなければ，教
育の基盤が揺るぎ，学校教育は成り立たない。そ
のためには，教員自身が地域社会に飛び出て，地
域社会から学ぶ姿勢が必要である。この学校と地
域社会との連携により，お互いの信頼関係が一層
深まり，学校も，地域社会も互いに活性化するこ
とになる」と述べられている。
　このことからも，人と関わり合うことによって
得られる学びは，自らを高めて行くことはもとよ
り，教職としてあるべき姿とは，ものごとへの姿
勢や行動，態度に示しながら学生に教育していか
ねばならないと考える。そして，その学びから得
られた姿勢を子どもたちに教え，伝えていかなけ
ればならないと考える。それは決して技術の出来
ばえではなく，懸命になって励むことで得られる
ことを示すものと考える。つまり，教職を志す学
生はその学ぶ姿勢を身に付けていくべきであると
考える。

3－3．教職を志す学生と教員の授業観について
　質問Ⅰ－②では，質問Ⅰ－①の回答に関して，
それを選んだ理由についての記述によるところか
ら，「生涯スポーツの授業を通して，自然とコミュ
ニケーション力が図られ，チームの力を高めて取
り組むことができた」，「どうしたら勝てるのだろ
うかと話し合い，協力していくうちにコミュニ
ケーション力が身についた」との記述により，教
職を志す学生は，本授業におけるねらいを汲み取
ることで，コミュニケーション力などが図られた
のではないかと考える。そして，そのねらいとは
生涯スポーツ担当教員による授業計画の中に含ま
れ，瞬時に刻々と変化していく授業の場面から得
られる効果をイメージして折り込んでいくことに

あるのではないかと考える。そこでは，図 2から
も言えるように「喜び・感動」が得られ，それが
根底にあることで，さまざまな分野に及ぼすこと
ができるような総合的な「力の育成」として，つ
なげていくことを考えていかねばならないものと
考える。
　記述には「この授業を通して仲良くなれた人が
たくさん出来て，その仲間と喜びを共有できるこ
とが楽しかった」，「知らない友達とのグループで
あったが，コミュニケーションが自然発生して試
合をしていく過程において絆も深まり喜びを分か
ち合うことができた」などの記述が見られた。ま
た，「仲間づくりによってチームワークが生まれ，
一緒に活動することで私も頑張ろうというチャレ
ンジ精神が向上した」，「人とのコミュニケーショ
ンが上手く行けばチームワークもよくなるし，助
け合いの精神が生まれてくると思った，スポーツ
をすることが苦手であっても，チャレンジする精
神を持っていれば，自分自身が楽しむことができ
て，積極的に行動すると思う」などの記述も確認
された。これらのことから，教職を志している学
生の生涯スポーツの授業に関しては，学びの場を
しっかりと提供し，大枠を整備することで，学生
自らがそれぞれの役割を感じ取り，お互いに学び
合うことが考えられる。このことについて，全て
を与えるような教授をしていく方法によらないこ
とで，教育学的に無限の可能性を持ち，二つとな
い価値ある授業の実施と展開が考えられる。
　その無限の可能性を持った授業展開を実施する
ためには，「生涯スポーツ」としての本質的な学
びを伝えていくことにあるのではないかと考え
る。スポーツとは本来楽しむべきものであり，健
康の維持増進はもとより，日頃の疲れやストレス
など体を動かすことでリラックスさせ，汗を流す
ことによりそれを発散させて活力を生んで行くも
のと考えられる。
　記述による「体を動かす楽しさ」に関すること
では，「自分の体調に合わせたスポーツから体を
動かす楽しさを知った」，「久しぶりにスポーツを
する機会を与えられて体を動かす楽しさを心から
感じとることができた」，「積極的に参加すること
で楽しいと思えることの大切さを学んだ」，「集団
で行う競技から，人とのコミュニケーションの方
法について考え学んだ，競技をすることが得意な
人もいれば苦手な人もいるなかで，一つのチーム
としてお互いに支え合いチャレンジすることで体
を動かす楽しさを知った」などの記述が見られた。
　これまでの小学校，中学校，高校までの生活と
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は異なり，体を動かす機会が減っていることで，
生涯スポーツの授業を楽しみにとらえていること
も考えられる。与えられている授業としてではな
く，自らが求める姿勢として授業が存在している
ことが考えられた。そこには自分のペースで良い
からという教育学的な配慮とする助言も生涯ス
ポーツ担当教員には必要とされるものと考えられ
る。しかしながら，全てにわたる学生が体を動か
すことが楽しいと感じているとは限らないことも
考えられる。もちろん，楽しいということを一つ
のきっかけとして学ばせることは，「チームワー
ク」や「コミュニケーション力」などを身に付け
させる方法であると考えられるが，さらに，生き
ていくための力の一つとして，防災や防犯に対す
る意識を高めることにより，総合的な力の育成と
して，これらの技術が教職に就いてから，あるい
は今後，社会生活を営む上においても役立つこと
が考えられのではないかとの含みを持たせること
で，これらを学ばせていくのも一つの方法ではな
いかと考える。

3－4．質問Ⅰに関するまとめ
　教職を志す上での学びに関することとして，図

1の結果及び図 2から，喜びや感動を一つの支え
とした授業観においてでは，生涯スポーツの本質
的な学びにつながることも考えられ，授業の基礎
的な柱となる「体を動かすことの楽しさ」が得ら
れることであり，人との和を築いて行く学びの場
とすることで教育学的に良い効果が考えられる。
そして，喜びや感動が得られるような授業を生涯
スポーツ担当教員は学生に提供し，しっかり整備
していくことで，学生は自らが考えて行動し，さ
まざまな教育的場面で必要とされる姿勢と技術を
修得していくものと考えられる。そこから，助け
合いの精神やチャレンジ精神も生まれ，ともに手
を携えて，協力し合うことが考えられた。

3－5．役立つことを直接的，間接的にとらえて
　質問Ⅱ－①における教職を志す上において「生
涯スポーツ」の授業から，今後どのようなことを
役立てることができると考えるのかに関する被選
択数の結果を図 3に示した。
　図 3 における被選択数による上位の選択肢は
「コミュニケーション力」，「健康・体力づくり」，「体
を動かす楽しさ」，「人間関係の構築」，「自主性」，
「観察力」，「忍耐力」，「実行力」，「リーダーシップ」

図 3 ．教職を志す学生の生涯スポーツの授業から役立てることに関する調査．（2012池田，松﨑，
相原，他）



144  池　田　光　功　・　松　﨑　守　利　・　相　原　　　豊　・　平　田　哲　史

などの回答が上位を占める結果であった。
　さて，役に立つということを概念的に考えてい
くために，今の学生がこのことについてどのよう
にとらえているのかを考える必要もある。それは，
今後卒業して，社会に出て行く際において，すぐ
に役立つものとしての資格や技術を習得し，即戦
力として活躍することにあると考えているのかも
知れないと考える。なぜなら，現代の社会的風潮
から人を育てるという側面にコストをかけず，す
でにそれを備えた人を就職させる傾向にあるので
はないかと考える。時代と経済的な傾向とは言え
ども，役に立つ，役に立たないという枠組みをそ
のようにとらえてしまうと思考の幅が狭くなり，
そこから派生する力がかげり，ものごとに対する
ヒントやアイデアが生まれてくるチャンスを逸し
てしまうことが考えられる。つまり，役に立つと
いうことを今置かれている状況だけでとらえてし
まうと，将来的なものごととしての考えが及ばな
くなってしまう恐れもあると考える。それは，い
つ，どこで，どのようなことが役に立つのかとい
うことに関して，大局的にとらえることが難しく
なることを示すものであるが，学ぶ，勉強すると
いうことは「何か困ったときに役に立つこと」を
言うものであると考え，その何があるかわからな
い将来に備え，それを考えていくことこそ価値あ
るものと考えることができる。
　生涯スポーツ担当教員から教職を志す学生への
問い掛けと助言の一つに，もし，災害などの危機
迫るときに車の中に閉じ込められてドアが開かな
くなったら，車内にある何かを使ったり，自分の
体のどこかを上手く使ってガラスを蹴破ってでも
脱出しなければならないこと，また，何か重い物
の下敷きになったとしても，冷静になって少しで
も重いものをズラして隙間などを作っていかなけ
ればならないことを述べていることから，本当の
意味で生きていく力の育成を図りたいという願い
があったのではないかと考える。当然これらはす
ぐに役立つことではなく，このような場面に遭遇
しない方がよいに決まっている。しかし，知らな
いよりも知っていた方がよいことであり，気力や
胆力を発揮できる訓練と準備は必要であることが
考えられる。つまり，何か未知のことではあるが，
日々のニュースや社会情勢からその何かを想像し
考えていくことが大切なことであると考える。そ
のような意味においても，本授業における生涯ス
ポーツの授業としての役割は大きく，これらのこ
とについても教職を志す学生に修得させておきた
いことがらの一つでもある。中嶋5）による教師に

必要な資質の中に，「子どもを守る危機管理者と
して」の章では，ケガや事故への対応から，いざ
という時に慌てないため，万が一の時に備えるこ
との重要性について記述されている。
　そのような現代社会において本授業では，実際
に体を動かして実施している競技に直接的に関連
のない動きであっても導入の一つとして取り入
れ，学生は何らかの場面において漠然とではある
が，もしかしたら役に立つことがあるのかも知れ
ないと考えて体を動かしていたのではないかと考
える。授業にて，体を温める準備運動の一つに赤
ちゃんのようにハイハイして進む動きなどを取り
入れることで，学生は興味関心を示しながら楽し
く取り組む姿が見られた。しかし，楽しいばかり
ではなく，あくまでもねらいがあることを補足し
ておかなくてはならない。それは全身運動をする
ことで体のさまざまな部位が鍛えられる効果が考
えられる。あるいは，防災などに対する意識を高
める上で考えさせる動きも必要なことであり，こ
れについての助言も要するものと考える。もし，
煙に巻かれたらどう対処すればよいのか，狭い場
所で低い姿勢をとるにはどのようにすべきかと
いった場面を想像しながら取り組むことも一案で
ある。馬跳びにしても学生らは楽しく行っている
が，何らかの障害物を飛び越えるために跳躍力を
つけなければならないとの想定を考えることで，
生きていく力の育成に間接的に関わる授業である
ことも必要なことであると考える。
　さらに，球技の授業におけるパス回しの練習で
は，その動きを実施するために直接的に必要とな
る「つなぐ」という意識をみんなで目的を達成す
るために，自らと他者との関係を築いていくこと
が重要な位置づけとなってくることが考えられ，
そこに教職を志す学生に対しての教育学的なねら
いが直接的に含まれているものと考える。それは，
仲間に対してボールを渡すタイミングやスピー
ド，高低などを相手の立場も考えねば目的は達成
されないことから，本授業では，瞬間的に総合的
な判断を要する力の育成が図られる場であると考
えることができる。

3－6．総合的なる人間の力を高める
　図 3の結果をふまえて，図 4では上位を占めた
被選択数から，教職を志す上で「生涯スポーツ」
から役立つことに関することについて図に示した
ものである。
　図 4では，「力の育成」と「絆」とした二つの
円から見つめたものであるが，「コミュニケーショ
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ン力」と「人間関係の構築」が教職を志していく
上で役に立つとの意見回答があったことにより，
そこで，その背後に何が備わっていなければなら
ないのか，また，その二つを支えているものはど
のようなことであるかについて考えていかねばな
らない。その一つに「忍耐力」と「観察力」とい
うことに着目して考察していきたいと考える。
　質問Ⅱ－②では，質問Ⅱ－①の回答に関して，
それを選んだ理由についての記述によるところか
ら，「他のチームの試合を観ることから，そのチー
ムの良いところなどを発見することで，自分たち
のチームに役立てたい」，「この人はこのようなプ
レーをするのだということをしっかり観察して，
チーム内で話し合いながらプレーに役立てる」，
「観察力を選んだのは，他の人を観察することで
その人が何が得意かを見極める必要があると思っ
たから」，「スポーツをすることは少し忍耐力も必
要だと思う，そこでメンタル的にも強くなるので
はないかと思った」，「できなかった時に教えるこ
とができる指導力とともに，その課題となるべき
ことを見つけることができるのは観察力」，「忍耐
力がなければ就職しても続かないこともあると思
う，さまざまな人たちがいることを知り行動する

こと」などの記述がみられた。
　それらをふまえて，教職を志す上においては，
あるいは，人を指導していくことに関することは，
粘り強く，根気強く指導していかねばならないこ
とが考えられる。短気を起こして怒鳴ったり，投
げやりな言動は慎まなければならないのであり，
そこが忍耐力，あるいは我慢すべきところでない
かと考える。チームの中においては，運動するこ
とが得意な人もいれば，不得手な人もいること，
そして，一人ひとりの体格や性格も異なる中にお
いて，自分と他者との違いに気が付くことができ
れば生涯スポーツにおける教育学的な意義として
大きいことが考えられる。しかしながら，自分が
できることだけをイメージして他者に押し付けて
しまうことは他者に対して行ってはならないので
あり，また思い通りにならないことを重く受け止
め，それによってフラストレーションが溜まりさ
まざまなことに負の影響をもたらすことも考えら
れる。それは，他者の顔色を伺いながら行動する
ということではなく，ひとつの目標に向かって行
動をともにしなければならない時，いかにして他
者の得意なところや良い部分を引き出していかね
ばならないことを示すものである。

図 4 ．教職を志す学生の生涯スポーツの授業から役立てることに関する調査から．
（2012 池田，松﨑，相原，他）
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　米山ら6）による教師の人間的条件としての資質
について「教師の役割は，未完成の児童・生徒が
生活のなかで突き当たる問題に対して，その基本
的な対処の仕方を，学習の場に限らず，形成し援
助・支援していくことにある。またそこから，1
人ひとりの固有の価値可能性を実現させ，人格の
主体的形成をめざすべく協力することにある」と
述べられている。また，吉本ら7）は，体罰に関す
ることについて，「教師がその場の衝動に駆られ
てカッとなり，瞬間的，感情的に行っていること
や自分の考えに従わせようとする管理的，権威的
な教師の意志が強く働いていることが伺え，この
時，理性が失われ，心は子どもから離れてしまっ
ている」と述べられている。これらのことからも，
生涯スポーツの一場面ではあるが，これまでの小・
中・高での顔なじみとは異なり，知らない人たち
とも関わり合いを持ってチームを構成し，かつプ
レーを実践していくことは，それぞれの学生の気
持ちの中でさまざまな葛藤があるものと示唆され
る。つまり，言うべきことではないこと，あるい
は伝えねばならないこと，さらには，やるべきこ
と，やってはいけないことなどについて，教職を
志していく上において，しっかりと考えて行動す
ることにあることから，教育学的に修錬の場とし
て本授業が位置づけられているのではないかと考
えられる。そして，これらの内面たる思いについ
て，教職を志している今であるからこそ，それを
体感することで，子どもたちに接していくときに
役に立つことができるのではないかと考える。つ
まり，コミュニケーション力や人間関係を構築し
ていくことは，意見の衝突やぶつかり合いばかり
では進歩は生まれてこないのであって，全てに
おいて自らの意見を控えよと言うものではなく，
チーム力を発揮して進んでいくためには，さまざ
まな意見やアイデアを出し合いながら，最善を尽
くす姿勢が求められるのではないかと考える。特
に，前頁（質問Ⅰ－①）にて述べた非常に緊迫し
た場面などでは，このような力が生きていく上に
おいて必要であると考え，これらのことを備えて
いなければ無用なる混乱を生じさせることも考え
られる。そして，このことは人間同士の絆を深め
ていくためにも学んでいかねばならないことで
あって，チーム力とはスペシャリストとオールラ
ウンダーの融合体として仲間との絆を深めていく
ものと考える。
　次に，「リーダーシップ」と「実行力」に関して，
教職を志す上でどのように考えていくべきことで
あるかに着目した。一つにリーダーシップを発揮

して，チームや集団をまとめていく力が必要にな
ること，また学校社会においてはこれを要求され
ることがあるものと考えられる。そして，さまざ
まな意見やアイデアから，これらを集約してまと
め上げ，実際に行動する実行力も必要になってく
ることが考えられる。そこで，これらのことにつ
いても一つの修練の場として，生涯スポーツの授
業があるものと位置づけることで，本授業におい
て，さまざまな教育学的な含みを込めながら教職
を志す学生の力の育成に努めていかねばならない
と考える。例えば，何かを行使する際，みんなの
前に出て最初のひとりになる時がこれにあたる。
実技などの場合，最初であることは何か気恥ずか
しい思いや注目されることに慣れていないことか
ら，持っている力の発揮がなされないこともある
と考えられるが，学生自身としては心のなかで教
職を志している自らを意識しているためか，前に
出たい思いも混在しているものと考えられる。そ
こで，この見えない壁を払拭することができるよ
う，生涯スポーツ担当教員はこれに力を尽くし，
学生が力を発揮することができる環境を整備して
いかねばならないと考える。また，全ての行程を
学生自身が主体的に実践するように求めた場合，
ある一部分だけが適応できない学生にとっては，
全ての行動が上手くいかなくなってしまうことも
考えられる。であるがこそ，適切なる言葉をかけ
ることが必要であり，助言が要求とされるのでは
ないかと考える。これは，「教育学」においても「ス
ポーツのコーチ学」においても相違することはな
く，同じことではないかと考える。自らと他者と
の違いに関するところでも述べたように，少し背
中を押してやることや持っている力を上手く引き
出してやることであって，全てを指導し，教えよ
うとしないで，苦手としている一部分だけに指導
を行っていく姿勢が必要となるのではないかと考
える。

3－7 ．今を，将来を生きていく本当の力の育成に
ついて

　3－6．にて前述したことに関する学生の記述に
よるところでは，「社会に出てからも何事にも積
極的に取り組んでいくことが大切であると思い，
決定する力も必要となると思う」，「人間を相手に
する職業ではコミュニケーション力は不可欠であ
り，自分の考えを相手に伝え，行動する力は必
要」，「作戦を考えるときに，チームの人に自分が
思っていることを分かりやすく伝えなければなら
なかったので，表現力や指導力が身に付いたと思
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う，将来，自分の思ったことを分かりやすく伝え
る時に役立てると思った」などの記述があったこ
とから，社会に出てから，あるいは将来教職に就
いていく上で修得しておかねばならないことであ
ると感じとっていることが考えられる。それは，
高校より進学する際における学校選択を始めとし
た思いから，実際に教職課程を履修していく環境
に自らを置いて，さまざまな教科を学んでいるこ
とにより教職に対する意識を強めていることが考
えられる。生涯スポーツの授業では，上記した内
容に関することを具体的に体を使って表現しなけ
ればならないのであって，力の育成ということに
関しては，実際に体を動かしながらの人と人との
コミュニティーづくりや健康を考えた体力づくり
を直接実践していくことになる。そして，それら
はあくまでも授業という枠組みの中ではあるが，
教職を志す上において自主性を伴うものでなけれ
ばならないと考える。それは，強制されるもので
はなくて，自らが追い求めることができるように
支援をしていく体制が必要なことではないかと考
えることができる。
　引き続いての記述によるところでは「チームで
動いていく上で自主性が大切であると思った，そ
れは誰か一人だけで動くのではなく，自分から動
くことで協力し合える大切さが分かったから」，
「自ら動くことで周りの人とも関わりを持つこと
ができ，率先して自分から動くことで周りの人た
ちにも影響を与えていく」などの記述が見られた。
そして，自らの行動を社会に関連付けさせる意見
として，「積極性や自主性は社会に出るにあたっ
て必要とされることであると思う」，「自主性につ
いても社会に出るときに求められると思う」など
の記述も回答されていることから，自らが学ぶべ
き力と社会が要求しているものを良く理解してい
ることではないかと考える。生涯スポーツに関す
る学びとは，コートの上だけを示すのではなく，
授業の用具準備から挨拶，片付けに至るまで，さ
らには，チームなどを通してのコミュニケーショ
ン力を図る実践の場でもあり，人間関係を学んで
いく教育の場でもあると考える。そこでは，それ
らを円滑に学ばせるため，生涯スポーツ担当教員
として適切なる支援が必要になることが考えら
れ，3－6．のところでも前述したように，教職を
志す学生にあっては，最初から最後までの全てを
指導していくという姿勢ではなく，苦手としてい
るところに声をかけていくなどの支援をするこ
と，さらには，その教育の場を設定することであ
り，それによって，学ぶ力を発揮することができ

るようにするものではないかと考える。それがね
らいの一つとして定めた「力の育成」に関連づけ
られることなのではないかと考える。
　学生の記述には，「子どもと将来かかわる仕事
に就きたいと考えているので，体力が必要になる
と思う，授業において日頃できる運動などを学ぶ
ことができたので，今後も体力維持に努めたいと
思う」，「養護教諭になるからにはコミュニケー
ション力が必要であり，健康・体力づくりは指導
する立場になったときに必要になると思う」，「養
護教諭を目指しているので，健康に関することに
深く関心を持つ必要があると思った」などの記述
では，具体的な教職種から自分の将来における教
諭としての決意的な意見も見られた。つまり，教
職を志す学生として社会に出る際に必要とされる
力に関することと，本授業で得られた力をさらに
練り上げて自らを発信源として，子どもたちに
メッセージ性を以って大きな力としていくために
は，今と将来を生きていく本当の力の育成が必要
となるのではないかと考える。キレないで，落ち
ついてものごとを考え，行動していくことができ
る子どもを育てていくためには，その子どもた
ちを指導していくことになる教職を志す学生に，
しっかりとした教育を行っていくことに他ならな
いと考える。学生の記述に，「健康のためにも体
を動かすことはとても大切なことだと思った，そ
れは体だけではなく，心の健康であっても同じで
あると気がつくことができた」との回答があった。
ここで言う「心の健康」という言葉が出てきたこ
とにより，体力とは身体的なフィジカルとしての
機能ばかりをいうのではなく，気持ちの面での充
実や心身についてのことも示唆しているのではな
いかと考える。単にスポーツができる，できない，
を述べるのではなくて，心とからだの健康のこと
を全体的に示していることであると考える。そし
て，このことが人間の生命を考え，優しさや思い
やりを持った，人間として生きていくことの強さ
につながってくるのだと考える。

3－8．質問Ⅱに関するまとめ
　教職を志す上での生涯スポーツから役立つこと
に関して，図 3の結果及び図 4から，人間関係の
絆を強め，深めていくためには，コミュニケーショ
ン力を高めたり，円滑なる人間関係を築いて行く
ことに他ならないのであるが，それを実現してい
くためには自らと他者との関係を考えた行動をし
ていくことが必要であることが考えられた。そこ
には，自らの欲求を押すばかりの態度ではなく，



148  池　田　光　功　・　松　﨑　守　利　・　相　原　　　豊　・　平　田　哲　史

対話する，聴く姿勢も必要であり，ときにはチー
ムプレーに徹するために我慢することも必要であ
ることを学んでいることが考えられた。さらに，
他者が何を求めているのか，また，全てを活かし
ていくために最善の選択はどのようなことである
かを観察して，それを実行する力も必要であるこ
とが考えられた。そして，チームをまとめるリー
ダーシップ性も発揮できるような力を身に付けて
いかねばならないのであり，誰かがやってくれる
だろうという態度では教職を志す学生としては不
足であり，力の育成の場として多くのことを吸収
し修得するためには，自主性を前面に出して学ん
でいかねばならないのであると考える。さらにそ
の授業づくりを支援する形として，生涯スポーツ
担当教員が授業を練り上げ，学生が将来，教職に
就いたり，社会に出る際において，また，生きて
いくための防災や防犯に対することに関連づける
ことで，必要となることを広く考えて行動するこ
とができるような力としての育成に努めることに
あると考える。

4．まとめ

4－1．本研究は，教職を志す生涯スポーツの受講
生を対象とした授業観に関する研究であり，今後，
子どもの教育に携わる学生の実践力や資質などを
学生と生涯スポーツ担当教員の双方からの授業観
に基づき教育学的に考察していくことを目的とし
たものである。授業ではチームスポーツやチーム
プレーとしての本質を理解させるために，防災や
防犯に関連づけるような動きなどを導入したりす
ることで，その効力を発揮する場面を考えさせ，
想像させるために，教職としての力の育成を目指
していくものであった。調査の方法は，無記名自
記式の選択及び記述の質問紙調査を実施し，本研
究では教職を志す上において生涯スポーツの授業
から学ぶことができたこととその理由について，
今後に役立てることができると考えることとその
理由についての二項目を取り上げて考察した。

4－2.　教職を志す上において「生涯スポーツ」
の授業から学ぶことができたことに関して，チー
ムワーク，コミュニケーション力，体を動かす楽
しさ，仲間づくり，健康・体力づくり，喜び・感動，
チャレンジ精神，助け合いの精神，などの回答が
上位を占める結果であった。授業では，今後，学
生が教職に携わっていく上では，人との関わり合
いを避けることはできないと考え，生涯スポーツ

担当教員は，種目や競技特性をよく考え，さまざ
まな角度から授業を工夫し，学生が学ぶことへの
深みを感じ持たせることができるような努力を継
続していく必要があると考える。また，教育の場
を整備，支援することについても同じことが言え
ると考える。さらに，教職を志す学生においては，
チームスポーツにおいてコミュニケーション力を
はじめとして，仲間との喜び・感動を共有するこ
とで，実際に授業を通して，観て感じ，考えたこ
とを授業の中やチーム内において相互に学び合っ
ていることが考えられる。そのような中で，生涯
スポーツ担当教員は全てを指導していくような授
業ではなく，学生が持っている力を上手く引き出
すような授業を実践していくため，教育学的な本
質としての学びを伝えていくことにあることが考
えられた。そこから，学生自身も生涯スポーツの
授業を「楽しむ」ということを見い出すことがで
きたものと考えた。それは，体を動かしていくこ
とは，肉体的な苦痛を伴う場合もあると考えられ
るが，そこに教育学的な含みを持たせて配慮する
ことにより，運動することが不得手な学生にも学
びの場を提供することができると考え，それぞれ
のペースや役割に応じた学びを深めていくことが
できるものと考えた。しかし，全ての学生が体を
動かすことに楽しみを感じているとも限らないと
考え，チームワークやコミュニケーション力を学
ぶことにより，防災や防犯に対する意識を高める
ことで，これらの技術が教職となってから本質的
な力の一つとして役立つことにつなげ，総合的な
力の育成を図ったものとすることにあった。

4－3.　教職を志す上において「生涯スポーツ」
の授業から役立てることができることに関して，
コミュニケーション力，健康・体力づくり，体を
動かす楽しさ，人間関係の構築，自主性，観察力，
忍耐力，実行力，リーダーシップなどの回答が上
位を占める結果であった。生涯スポーツ担当教員
の授業づくりに関して，役に立つという概念を，
就職するためだけのものではなく，何か困ったと
きに役に立つこととしてとらえ，防災や防犯に対
する意識を高める一つの方法として授業にて工夫
して取り入れ，その役立てる動きを実践すること
にした。さらに，球技でのパス回しでは，相手と
の関係を築いていかなければ目的は達成すること
ができないことを気づかせるような教育学的な含
みも持たせて授業を構成し，そこから観察力や忍
耐力に発展させて，自らと他者との違いに気づく
ことができるようにした。ここでは，無理な押し
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付けや意見の衝突だけの人間関係ではチーム内の
歪みが大きく，建設的に前に進むことが難しくな
り，人間関係のもろさが考えられた。特に集団と
して力を発揮して最善を尽くさねばならない緊張
した場面では，相手の立場に立った理解度が求め
られ，チーム内それぞれの役割としての力を発揮
することが必要であることが考えられ，チーム力
とは，スペシャリストとオールラウンダーの力の
結集で絆を深めていくものと考えた。さらに，力
を発揮していくことに不慣れな学生については，
全てを自分で殻を破るような態度を求めるのでは
なく，苦手とする部分だけを補助してやることや
助言をすることによって教育学的な環境を整え，
持っている力を引き出してやることが肝要である
と考えた。これにて，得意な分野はさらに伸び，
苦手なところにも手が加わってくることで克服す
る道が考えられる。また，教職を志す学生がこれ
から社会に出る際においてもチャレンジしていく
姿勢が言葉としても随所に見られ，自らと社会と
の接点を人間関係を通しての学びに重きを置いて
いることが考えられた。この生涯スポーツにおけ
る学びとは，コートやフロアー上だけのことを示
すのではなく，授業の準備から片付けまでを含め
たトータル的なものを示すのであって，その場面，
場面において，これまでの教職に関する教科など
から学んでいることなどを考えながらそれぞれが
力の育成に努めていることが示唆された。体力に
関しては，身体的な機能だけを示すのではなくて，
心に関することを示す場合もあることから，教職
を志す学生と生涯スポーツ担当教員の双方がこの
ことに気づき，心身の健康を含めた人間の優しさ
や思いやりについても授業観の一つとして導き出
すことができたものであった。

4－4．むすび
　喜びや感動を支えに，それを感じとることがで
きるような授業観を目指していくことは，生涯ス
ポーツの本質的な学びとして「体を動かすことの
楽しさ」が得られることであり，「人との和を築
いていく学び」について教育学的に良い効果が考
えられた。そこには適切なる授業を提供すること
であり，さらに支援することで，学生自らが考え
て行動し，さまざまな教育的場面で必要とされる
技術力を修得していくものと考えられる。そして，
そこから助け合いの精神やチャレンジ精神が生ま
れ，ともに手を携えて学んでいくことが考えられ
た。生涯スポーツにおける教職を志す学生の学び
や技術というものは，確固たる資格や技術のこと

ではなく，学ぶことの姿勢や素養であり，その下
地があることを前提として実際に教育の現場に
入って経験を積み重ねて学んでいくものと考えら
れる。そして，これを身に付けさせる一助に生涯
スポーツ担当教員の授業におけるアイデアや工夫
があるものと考えられ，単に体づくりのみに止ま
らず，防災や防犯などに対する意識を持たせるこ
とで授業を構成することも一方法であると考えら
れる。そこでは，なぜ，コミュニケーション力が
必要になるのかを考え，それを気づかせることが
できるような授業展開が必要であると考えた。そ
して，その教育方法が可能であることとして，教
職を志している学生には，人間関係を築いていか
なければならないという考えがもとより備わって
おり，学ぶ姿勢が日々の生活や他の教科等で修得
されていることが考えられることから，体を動か
すことや仲間との交流について，楽しさを基軸と
して学んでいることにあって，それは，苦痛だけ
を伴う授業だけの押し付けではないことから，生
きていくための「力の育成」に関することに気づ
かせる授業とすることで教育学的な広がりを見る
ことができると考えた。

5．今後の課題

5－1.　教職を志す上において「生涯スポーツ」
の授業から学ぶことができたことに関して，被選
択数が下位にある回答の取り扱いについて，学ぶ
ことができなかったものと考えて今後の課題とし
たい。

5－2.　生涯スポーツの授業では，楽しさを見い
出している回答が多く見られたが，果たしてそれ
だけでよいのかという考えと，そこから一歩進め
る必要も考えられた。また，本気になって楽しむ
ためにはどのようにしていく必要があるのかを今
後の課題としたい。
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